
































































































Onul hakkyo－eySe mWuntuk chang－pakk－ul pwa－SS－nuntey hay－ka
今日　学校－で　　　　ふと　　　　　　窓¶外を　　　　　見る一過去一逆接　　　　日－が


























Oyhwansicang－ey Ohwu tule nwukwu－tO Syangkak－Cimos hay－SSten
外貨市場一に　　　　　午後　　入って　　誰－も　　　　考える－否定一過去回想
il－i pele cye－SS－Supnita・　Ku tongan hwanyul kuptung－ul
こと－が　　起こる－過去一丁寧　　　　その　　間　　　　為替レート　　　急騰－を















区 分 「のだ 」 韓 国語 の 対 応 対 応 率 （％ ）
地 の 文 126 51 40．5％
会話 文 98 20 20．4％
合 計 224 71
∬2＝10．25，♪＜0．1
表1．「（K）→（」′）」における「地の文」「会話文」の対応
区 分 「KES－ITA」 日本 語 の 対 応 対 応 率 （％ ）
地 の 文 82 55 67．0％
会 話 文 70 35 50．0％






















日本語 46（43．4％） 60（56．6％） 106（100％）













ic－Ci mosha－l cwul al－aSS－Ciman kulayto ilehkey olaytongan
忘れる一否定一未来連体形　形式名詞　知る一過去－けど　　でも　　　こんなに　　長い間











Kase pal ssisko wa！　　　　　Seyswu－tO hako．
行って　　　足　　　　洗って　　　来い　　　　　　　洗手－も　　　　　して
Na－nun CamSi mengchenghi se iss－eSS－ta．
私【は　　　しばし　　　　ぼうっと　　　　　　　立って　　　いる一過去一終結語尾
－161－
Ka－Se pal ssisku　　　　　0－lako hay－SS－ta・
行って　　　　足　　　　洗って　　　　　　来る－と　　　　　する一過去一終結語尾
「『足を洗って来い。顔も洗って。』（略）ぼくはしばし放心状態でぼうっと突っ立っていた。
『足を洗ってこいと言った。』」
（14，）「『足を洗ってきなさい。顔も洗って。』（略）ぼくはしばし放心状態でぼうっと突っ立っ
ていた。『足を洗ってこいと言ったんだ。』」
なお、このような相違点は「のだ」と「KES－ITA」以外の、両言語の文法形式（日本語の終助
詞（Kamio1994）、引用構文（Shinzato2006）、二重使役構文（Ishihara，Horie，andPardeshi
2006）など）にも見られる現象であることを指摘した。
4．結　論
本研究では、日本語の「のだ」と韓国語の「KES－ITA」を研究対象に、両形式の談話における
機能的類似点と相違点について、言語類型論の知見を援用し、日韓対照の観点から考察を行ってき
た。
今後の課題としては、以下の（i）－（iv）の4点が挙げられる。
（i）話し言葉、自然会話データに基づく「のだ」と「KES－ITA」の対比
（ii）両形式の変異形に関する考察、「のだ」文と非「のだ」文の相違及び
「KES－ITA」と非「KES－ITA」との相違（例：社会言語学的研究）
（iii）研究対象の拡大（例：「わけだ」「ものだ」「ことだ」など、名詞化構文全般）
（Ⅳ）日本語学習者を対象とした実証的研究（例：第二言語習得、日本語教育など）
論文審査結果の要旨
本博士論文は、対照言語学の観点から、日韓語の名詞化構文、特に文末で用いられる日本語の代
表的な名詞化構文である「のだ」と、それに対応する韓国語の「蚕Olq（KES－ITA）」の談話・語
用論的機能の対照を行ったものである。日本語の「のだ」は、「説明」といった機能を有する構文
として話し言葉、書き言葉を問わず多用されるが、文脈的に様々な語用論的な意味を持ちうるため、
母語話者にとってはもとより外国語を母語とする人にとって習得が困難な構文として知られ、これ
まで多くの研究がなされてきた。
－162－
本論文の意義は、（Ⅰ）日本語と類似性の高い韓国語の名詞化構文に着目し、特に「のだ」に対
応する「iiolq－（KES－ITA）」との談話・語用論的機能の対比を、名詞化辞の「機能拡張（多機能
性）」という観点から行い、日本語の「のだ」の方が「蚕01中」よりも多機能的であることを実証
した点、（Ⅱ）両者の相違点を「主観化」「間主観化」という文法化に伴う意味変化の観点から考察
し、日本語の「のだ」の方が韓国語の「蚕01中」よりも「間主観的」機能をより発展させているこ
とを明らかにした点、にある。
さらに、本研究は、上述のような理論的な観点からのデータの考察のみならず、（Ⅲ）テレビニ
ュース、新聞社説、小説等の様々なジャンルの媒体における、「のだ」「蚕01中」
の変異形（variants）の種類や生起の仕方を調査し、そこから両形式の対応関係について興味深い
観察を導いている。これは、近年注目を集めている「用法依拠モデル（Usage－basedGrammar）」
に通じるデータ主導的な分析の試みとして（Ⅰ）（Ⅱ）の理論的な観点からのデータの考察を補う
ものである。
本研究は、これまでの日韓対照文法研究の中で、文法化研究・機能主義言語学の成果を積極的に
援用し、様々なジャンルのテキストから構築されたコーパスにおける「のだ」「蚕01q」の実例の
詳細な文脈分析に基づいて名詞化構文の語用論的磯能の対比を行ったオリジナリティの高い研究と
して高く評価できる。それを裏付けるように、本論文の一部は採択率の厳しい国際学会においても
採択され、すでに国際学会予稿集（査読つき）に採録されているほか、国際学会誌にも採録がされ
ている。
本論文によって著者は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
したということが出来る。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。
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